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研究成果の概要（和文）：本研究では、ドイツ近代における労働運動のなかで、男性性・女性性

が構築されるプロセスを、当時の労働をめぐるジェンダー状況と関連させながら考察した。男

女が競合するようになると、女性は家庭という言説が登場し、労働運動や労働から女性を排除

したり、男性的性格をもたせようという傾向が強まることが明らかになった。これは、社会主

義系の労働運動だけではなく、右派ナショナリズム系の職業団体にも当てはまることで、後者

は反フェミニズ運動で大きな役割を演じる。女性労働に敵対的でない勢力や、女性運動の側で

も、ジェンダー的視点をもたずに、もっぱら階級の観点が強調されるため、資本による女性労

働搾取に反対するために、結果的に女性が「弱者」として構築されたり、「家庭の崩壊」が指

摘されたりすることになるプロセスも明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：This work considered  the process of constructing masculinity and 

femininity in  modern German workers movements in connection with working situation 

related to gender. As the gender concurrence was getting harder, the discourse ‘women 

belonged to the home’ appeared and became louder. At the same time masculine character 

of the working movement should be strengthened It is not only in the case of socialistic 

working movement, but also in the nationalistic right wing occupational organizations, 

which played a important role in the antifeminist movement. This work explained the 

process that people who didn’t have hostile relations to feminist movement, or even the 

socialist women’s movement  constructed women as ‘weak being’ and claimed ‘family 

destruction’. As a result of stressing  the capitalist exploitation to women’s work from 

class stand of view without gender perspective, they constructed women as ‘weak being’ 
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いて、９０年代の言語論的転換以降、歴史の
諸局面にジェンダ－に関するいかなるディ
スク－ルが登場し、いかなる意味付与がなさ
れ、どのように差異化されていったのか、そ
してそれがどのような労働秩序の構築につ
ながったのかというあたらしい研究方法が
登場した。制度、階級、アイデンティティ、
労働の意味などがいかにジェンダ－に依拠
して形成されたのか、また逆に制度化や概念
形成などのさいに同時にいかにジェンダ－
が構築あるいは再構築されるのかが、具体的
な労働過程に則して解明されるようになっ
たのだ。労働の担い手である主体に対しても
構造に規定される被害者、逆に構造に働きか
けて適応・変革していく主体というより、そ
の人たちの現状認識の仕方がいかに状況の
再生産あるいは変革に寄与するという認識
論的側面が重視されてきている。こうした研
究は、英語圏ではさかんに行われているが、
ドイツ語圏では女性保護法など、一部をのぞ
いて本格的な研究は少ない。日本における西
洋史研究でも、工場法や労働の一部について
は研究の深化が見られるが、労働運動史のジ
ェンダ－分析はほとんど存在しない。日本史
の分野でも現代の労働に関するジェンダ－
研究の隆盛に較べて、ジェンダ－視点からの
労働史研究は、まだはじまったばかりである。 

 

２． 研究の目的 

 本研究では、ドイツの近代化過程における
労働運動を取りあげ、１、膨大な蓄積がある
労働運動史研究が、スコットも指摘するよう
に、「性差に関する知の産出と再生産」に寄
与してきたので、その読み直しを行い、２、
ドイツの労働運動を女性性・男性性の構築と
関連させて扱う。そのさい、労働運動におけ
る A、女性排除の時期，Ｂ、女性との協力の
時期に分けて、それぞれの歴史局面で、いか
なる形でジェンダ－の差異化が行われるの
かについて考察する。１８６０年代に本格的
に開始されたドイツの組織された労働運動
は、当初、非常に女性に対して敵対的であっ
た。労働運動、手工業的熟練、労働者アイデ
ンティティ、男性性という結びつきの登場に
よって、これと対立関係にある女性性が構築
され、排除の対象となったと仮定し、実際の
運動過程のなかで検証する。協力の時期につ
いては、社会主義女性運動の誕生と、この運
動と男性中心の労働運動との関係を、女性保
護法の策定プロセスなど、具体例を通じて考
察する。そのさい、とりわけ階級とジェンダ
ーの関連に焦点を当て、階級性を強調する男
女の労働運動において、ジェンダーがどのよ
うな位置を占めるのかに注目する。 

 歴史研究とともに、ジェンダーに関する認
識が変化した現代の状況をとりあげて、歴史
との比較の観点から考察する。 

 

３． 研究の方法 

 まず、研究視角に関する考察を行った。女
性史からジェンダー史への労働研究の変遷
過程を追い、とりわけ言語論的転回をへたの
ち、労働のジェンダー史がどう変化したのか、
またそのさい主体はどう扱われるのかに注
目した。その後、労働運動関係、社会主義女
性運動関係の雑誌や書物、労働調査報告など
の資料をドイツの図書館や文書館への歴訪
も含めて収集し、分析した。研究の過程でネ
イションやナショナリズムの問題にも関心
を抱き、右派における労働とジェンダーの問
題についても考察した。現代の労働について
は、日本およびドイツの企業でインタビュー
調査を行った。 

 
４． 研究成果 

 本研究では、ドイツ近代における労働運動

とジェンダーの関連について考察した。19世

紀中頃までは就業労働において＜男性の労働

＞と＜女性の労働＞の境界線が明白で、既婚

女性は主に家族従業員として、未婚女性は、

家庭外での補助労働や家事奉公人として就業

しており、男性優位の労働ヒエラルヒーが確

立していた。19世紀後半、とりわけ70年代以

降に機械化の進展によって工場労働が拡大す

ると、男性は女性の競争や女性労働に脅威を

抱くようになる。労働運動においても、女性

は家庭という言説が登場し、運動から女性を

排除して男性的な性格を強めようという動き

が出てくる。女性労働に敵対的でない勢力や

、女性の側でも、ジェンダー的視点をもたず

に、もっぱら階級の観点が強調されるため、

資本による女性労働搾取に反対するために、

結果的に女性が「弱者」として構築されたり

、「家庭の崩壊」が指摘されたりすることに

なる。本研究ではさらに、右派のナショナリ

ズム系労働組織におけるジェンダー関係にも

注目した。事務系の職業においても、19世紀

末から女性の進出が見られるようになり、女

性の競争に脅威を抱く男性事務員たちは、そ

の元凶はフェミニズム運動にあるとみなして

、当時勢力を拡大しつつあったフェミニズム

運動への敵対を強め、20世紀初頭に形成され

た反フェミニズム組織に参加する。彼らにと

って女性上司の存在は（実際にはそのような

ケースは見られない）受け入れがたい屈辱で

あったため、「指導力・決断力のなさ」とい

う女性の「本性」が強調されることになる。

強国ドイツの建設にも意欲を燃やす右派勢力

は、フェミニストはユダヤ人とならんでドイ

ツを破壊に導く「インターナショナル」勢力

だと攻撃し、世紀初頭の出生率減少の原因も



 

 

フェミニズムに寄せられることになる。 
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